
　従業員一人ひとりがいきいきと働くことのできる環境を整備することは、私たちの目指す明るく

活力あふれる組織の構築に不可欠です。今後は時間や場所などの制限を低減させ、フレキシブル

な働き方を実現するとともに労働生産性を向上し、その結果としてワーク・ライフ・バランスの向

上につながるよう各種施策を継続検討していきます。さらに、個人と組織の健康的な状態の持続

はグループ理念の実現、さらには組織全体の生産性を高めることによる長期ビジョンの実現に資

するものと考え、健康経営への投資を戦略的かつ計画的に実施しています。

フレキシブルな働き方 健康経営

　従業員が働きやすい環境を整備することは、従業員エンゲージメントの向上とともに労働生産

性の向上につながり、中長期的な事業成長に寄与することから、働く時間や場所の柔軟性を高め

ていくための検討を進めています。

柔軟な働き方への取り組み

　コロナ禍を経て働き方が多様化する中、時代にフィットしたオフィス環境を提供することで従

業員の働きがいを高めるため、 2024年9月、東京本社オフィスを東京都港区芝の田町タワーに

移転しました。新オフィスのワークスペースは、メンバー同士・部署間・グループ会社間でのコミュ

田町タワーへの本社移転

　従業員の安全と健康は、個人と組織の生産性向上のための重要かつ基礎的な要件であるとと

もに、従業員一人ひとりがいきいきと働くことで、地域に根差した医療の提供や、時代の変化に適

応した医療サービスを提供できると考えています。2023年度は、従業員がより安全かつ安心して働

くことができる環境を整備するため、労災防止に関するマニュアル改定やe-ラーニングの強化、全

支店でのAED設置と講習など環境面の整備を強化しました。また、メンタルヘルスをはじめ、気

軽にできる運動や女性の健康課題等身近なテーマを中心に社内オリジナル動画を作成・定期的に

オンデマンド配信し、禁煙および受動喫煙の防止を強化すべく、社内独自の禁煙プログラムを開

始し、プログラムに参加者した全員が禁煙に成功するなど、従業員の健康度がより増進できるよ

う施策を展開しています。

　併せて、従業員の家族も含めたサポートも大切であり、復職プログラムの強化や病気と仕事の

両立に関する制度を策定し、治療を受ける従業員が安心して働くことができるよう制度化し、同

時に周囲の関わる人々の理解を深めるなど、ライフステージに合わせた多様な働き方ができるよ

う推進しています。

健康経営の増進

P.72 社外からの評価・外部機関への参画

ニケーションが取りやすいよう、シームレスな空間づくりにこ

だわっています。異なる価値観やバックボーンを持ったメンバー

同士がさまざまな意見やアイデアを出し合い、コミュニケー

ションを活性化させ、事業成長と組織パフォーマンスを最大化

していくために、気軽なミーティングや休憩ができる「JPラウン

ジ」を新たに作るなど、人的・組織資産の強化を促進するさま

ざまな工夫が各所に反映されています。
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